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No. 752 日合商の基本は『協調と連帯』

日合商は昭和 52（1977）年に合板・建材を扱う流通
業界の活性化と、関係官庁に意見書が提出できる組
織として発足した歴史ある組織であり、業界唯一の
国の認可団体です。その「会勢強化」は、業界の活
性化につながるものです。また、新規会員・賛助会
員の数が増えることで関係官庁への発言力も増し、
社会的な影響力も拡大していくものと考えています。
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　新年あけましておめでとうございます。

　組合員の皆さま、賛助会員の皆さま、本年も宜

しくお願い申し上げます。

　さて、昨年の世界情勢は、一昨年から続く新型

コロナ対応であるワクチン普及による防疫措置、

各国の大規模な財政支出による経済活動の進展が

ありました。世界の実質 GDP は、国や地域によ

るばらつきがあるものの、米国・欧州では回復基

調にあり中国・韓国・台湾では回復ペースの鈍化

がみられ、全体で 4〜 6月期に比べ 7〜 9月期

の回復ペースの減速がみられました。国内では、

7〜 9月期の実質 GDP は前年▲ 3％程度と 2四

半期ぶりのマイナス成長となり、半導体部品不足

などの自動車生産などの下振れが影響した模様で

す。このように一進一退の回復を辿っているもの

と思われます。

　本年の世界経済は、新型コロナ変異株へのリス

クはあるものの重症化率や死亡者率の抑制が進め

ば、ロックダウンや緊急事態宣言などの大規模な

防疫措置も段階的に縮小すると見込まれます。そ

の結果、防疫と経済の両立が進み、内需中心の回

復が進展するものと思われます。これらの背景の

なか、供給制約の様々な要因解消や家計の消費の

戻り、米国の利上げの適切なタイミングが期待さ

れます。

　また業界環境としての国内住宅需要は、一昨年

の緊急事態宣言による受注へのマイナス影響に対

し、昨年 1〜 10 月期の新設住宅着工数は 5.3％

増加し回復しつつあります。

　更に国内の合板需要も影響を受け、国内と輸入

の全体量も住宅同様に増加しました。また、国産

針葉樹合板の需要を中心に国内品シェアの優位に

大きな変化はありません。ただし、ウッドショッ

クの影響は、合板用原木調達において引き続き国

内針葉樹合板生産の制約となっています。

　このような環境のなか、日合商は合板をはじめ

とする建材需給の安定化や合法木材等の利用と普

及・拡大の活動に取り組んでまいりました。また

「COP26」以降は、SDGs や ESG への社会や企業

の取組みがさらに加速します。政府施策の合法木

材等の利用促進・木造建築物の拡大等も一層進み

ます。これらの動向に歩調を合わせ、組合員の事

業との関係が一層深まるよう取組みを進めます。

さらにコロナ禍からの回復に向け「働き方改革」

「ホワイト物流」にも積極的に対応を進め、組合

員を中心とする勉強会・研修会等を通じて、日合

商と会員の事業の基盤強化を目指して参りたいと

考えております。

　日合商の会勢の強化に関しましては、合法木材

等の供給事業者の認定取得等のための入会による

増加、一方事業撤退等による退会の結果、組合員

数は 756社（2021 年 9月末日）となっています。

引き続き、組合員・準会員・賛助会員の皆様のご

協力を仰ぎ、1,000 社を越える組合を目指して邁

進していく所存です。

　本年も、会員相互の「協調と連帯」のもと、適切

な情報の収集と発信を通じ、組合員の皆様の事業の

拡大・強化に貢献して参りたいと考えております。

　会員の皆様と共にコロナ禍を乗り越え、業界の

本格的な回復の年とすることを祈念して、年頭の

ご挨拶とさせて頂きます。

日本合板商業組合
理事長　足立  建一郎

年 頭 所 感
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2.3㎜ T2

4.0㎜  〃

5.5㎜  〃

9.0㎜  〃

12.0㎜  〃

ラワン JAS
F ☆☆☆☆

針葉樹構造用
（ネダノン）

輸入・型枠用

輸入・構造用

F ☆☆☆☆  12㎜ C-D

F ☆☆☆☆ 24㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 28㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 9㎜  3×10

12㎜ JAS 製品

F☆☆☆☆12㎜ JAS 製品

品　　目

※東京都ベニヤ板問屋協同組合、日本合板商業組合「市況通信」より 
（注）1 車単位（10 トン）問屋売り価格・90 日手形（JAS 製品）東京の合板卸売り価格（円）
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2021 年 12 月21 日現在 【グリーン購入法】に基づき
事業者新認定・期限更新した8 社

東北	 - ③ -0036	 ㈱イワベニ	 代表取締役	 上鶴  修
東京	 - ④ -0125	 江間忠木材㈱	 代表取締役	 江間  壮一
神奈川	 - ⑤ -0012	 ㈲銘正産業	 代表取締役	 渡邉  正平
神奈川	 - ⑤ -0013	 堀内木材㈱	 代表取締役社長	 宮田  昌幸
神奈川	 - ⑤ -0019	 ㈲桐栄材木	 代表取締役	 桐ヶ谷  利浩
神奈川	 - ⑤ -0021	 石橋ホーム資材㈱	 代表取締役	 石橋  由希夫
神奈川	 - ⑤ -0022	 瀬沼木材㈱	 代表取締役	 瀬沼  庄次郎
九州	 - ⑤ -0023	 ㈱オチアイ	 代表取締役	 野口  東吾

2021 年度 合法木材・持続可能木材の供給認定事業者研修
及び木材関連事業者のクリーンウッド法登録推進セミナー

支部 1 月・2 月日程 会場

山梨地区 1 月 27 日（木）14：00 ～ 16：30 アピオ甲府タワー館

東　　京 2 月 15 日（火）14：00 ～ 16：30 LEVEL XXI 東京會館

北　　陸 2 月 16 日（水）14：00 ～ 16：30 金沢勤労者プラザ

東　　北
（南東北：宮城・山形・福島）

2 月 18 日（金）13：30 ～ 16：00 ホテルメトロポリタン
仙台

https://www.nichigosho.net

日合商ホームページを
リニューアルしました！
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概  要
　2021 年 10 月の新設住宅着工戸数は 78,004 戸（前年同月比 10.4％増）で 8 カ月

連続の増加となった。その内、木造住宅は 46,399 戸（前年同月比 12.0％増）で 6

カ月連続の増加となった。季節調整済年率換算値は 89.2 万戸で前月比 5.6％増、3

カ月ぶりの増加となる。

　利用関係別では持家が 26,840 戸（前年同月比 16.6％増）で 12 カ月連続の増加、

貸家は 29,822 戸（同比 14.5％増）で 8 カ月連続の増加、分譲 20,836 戸（同比 0.6％

増）で先月の減少から再びの増加となった。分譲の内訳はマンションが 8,436 戸（同

比 14.9％減）で 3 カ月連続の減少、戸建ては 12,284 戸（同比 15.4％増）と 6 カ

月連続の増加となった。持家、貸家及び分譲住宅が増加したため、全体で前年同

月比 10.4％の増加となった。

国内 ･ 外合板の供給量
　10 月の国内合板生産量は 28.1 万㎥（前月比 101.9％、前年同月比 106.5％）と

発表された。その内、針葉樹合板の生産量は 27.4 万㎥（同比 101.8％、107.3％）

となり、出荷量は 27.5 万㎥（同比 101.4％、102.2％）で在庫量は 8.9 万㎥となった。

　輸入合板の 10 月度入荷量は 24.3 万㎥（前月比 102.6％、前年同月比 134.8％）

となった。国別入荷量はマレーシアが 7.3 万㎥、インドネシアが 7.3 万㎥、中国が

6.4 万㎥となっている。

今後の見通し
　国内針葉樹合板は、更に逼迫感が強まっている。この先も好調な着工数を背景に

堅調な状況が続く見通しで、プレカット会社はまだ各社発注量を減らしていない状

態である。原木確保が思うように進まない事や、フロアー台板などの生産を増やし

ている事が従来品に影響しており、品薄感に地域差は有るものの全国的にこのよう

な状況が続く見通しであるため、まだ先手で動いたほうが良いと思われる。

　輸入合板に関しては、大方の予想通りの入荷になっている。マレーシアとイン

ドネシア、両産地の状況は COVID-19 の状況によって非常に流動的になっている。

今後もワーカー不足や原木問題などから、急激な生産増は見込めない状況である。

加えて接着剤原料の供給不安と価格の急騰や海上輸送の手配難と運賃の上昇は続

いており、しばらく現地価格は強気で推移すると思われる。港頭在庫も極めて低

水準で推移しており、アイテムによっては欠品状態が継続され、為替の影響もあ

り一気に価格の上昇が進んでいる。まだ必要量は先手で確保しておいた方がよい

だろう。
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合板  短期需給見通し
供給 需 要（出荷） 期末在庫

計 国内製造 輸入合板 計 国内製造 輸入合板 合計 国内製造 輸入合板

2021(R3)7-9
前回予測 (1,454) (800) (654) (1,400) (800) (600) (1,045.508) (63.713) (981.795)

実績 1,489.604 803.457 686.147 1,498.159 811.361 686.798 982.953 55.809 927.144

10-12
前回予測 (1,456) (830) (626) (1,450) (830) (620) (1,051.508) (63.713) (987.795)

見込み 1,513.000 830.000 683.000 1,450.000 830.000 620.000 1,046.144 56.000 990.144
2021(R3)1-12 計 5,806.000 3,211.000 2,595.000 5,784.000 3,252.000 2,532.000

2022(R4)1-3
前回予測 (1,394) (800) (594) (1,380) (800) (580) (1,065.508) (63.713) (1,001.795)

見通し 1,416.000 810.000 606.000 1,430.000 810.000 620.000 1,032.144 56.000 976.144
4-6 見通し 1,425.000 820.000 605.000 1,400.000 800.000 600.000 1,057.144 76.000 981.144

（Unit：1,000㎥）2021 年 12 月 16 日（木）、日本合板工業組合連合会・日本木材輸
入協会・日本合板商業組合による「2021 年度  第三回合板需給検討
委員会」を、林野庁木材利用課の陪席をいただいて合板会館（日合
商会議室）において開催。合板の短期需給見通しを検討し、検討結
果は林野庁の木材行政推進のた
めの情報として提供しました。

　国産合板の需要
1. 令和 3 年第 3 四半期の実績について　　今回（811 千㎥）

（実績数量の背景、前年同期との比較等）前期発注残の繰り越しや住宅着工数の大幅増加により、プレカッ
ト工場・ルート向けともに旺盛な引き合いが続いた。結果、前年比 10.6％の増加となった。
2. 令和 3 年第 4 四半期の見込みについて　　今回（830 千㎥）

（見込み作成の根拠、前年同期との比較等）諸原材料のコストアップと原木入手難が続き毎月の製品値上
げが繰り返される中、流通は在庫補充の見通しも立たないまま、需要家からの引き合いへの対応で手いっ
ぱいの状況が続いている。結果、前年比 0.9％のわずか減少だがほぼ前年同期水準の見込みとみている。
3. 令和 4 年第 1 四半期の見通しについて　　今回（810 千㎥）

（見通し作成の根拠）主要な先行指標である新設住宅着工数は、4 月以降大幅上昇が続き 86 万戸／年水
準と見込まれ、木造化比率も上昇傾向にあるため今期までの需要の衰えは考えられない。そのためプレ
カット工場では、今期までの加工計画は大方埋まっている様子。また、合板以外にも住宅資材の納期遅
延は、半導体を必要とする住宅設備機器にも及び、住宅引き渡しの遅れに影響を及ぼすものと思われ、
供給量は期間中まんべんなく出荷されてゆく見通し。

（前年同期との差異について）前年同期は、年平均より低い水準であったため、前年比 3.3％の増加の見
通しとみる。
4. 令和 4 年第 2 四半期の見通しについて　　今回（800 千㎥）

（見通し作成の根拠）働き方改革の一環として 5 月連休を中心にまとまった休暇の定着も予想され、また
現場動向は年度末仕上げからの一服状態も見込まれます。一方、現在の年間住宅着工数が維持され、輸
入合板とのバランスから考慮して平均水準に近い需要の見通し。

（前年同期との差異について）結果、3.1％の減少の見通しとみる。

　輸入合板の需要
1. 令和 3 年第 3 四半期の実績について　　今回（687 千㎥）

（実績数量の背景、前年同期との比較等）港頭在庫の減少とコロナ過による現地生産の減少により、
国内流通在庫がひっ迫し強い引き合い状況が続いてきた。
結果、前年比 47.2％の大幅な需要増加となった。
2. 令和 3 年第 4 四半期の見込みについて　　今回（620 千㎥）

（見込み作成の根拠、前年同期との比較等）全体的な引き合い状況は、落ち着きを取り戻しつつ
あります。しかし、接着剤不足等による一部製品の生産制限などから、アイテムによる需給のア
ンバランス等不安定要素は、続いています。結果、前年比 19.4％の大幅増加となる見込みとみる。
3. 令和 4 年第 1 四半期の見通しについて　　今回（620 千㎥）

（見通し作成の根拠）インドネシア・マレーシアからの入荷は前期同様の状況が継続する見通し。
特に国内針葉樹構造用合板の不足から、南洋材構造用合板への代替需要も見られ需要の衰えは見
られない。一方、中国、ベトナムからの入荷の間柱用・輸出梱包用の LVL については、思惑買い
での大量入荷のなか需要の木材製品への戻り傾向がみられ、在庫増の要因となる見通し。

（前年同期との差異について）前年同期は、供給増加の途上であったため、前年比 4.4％の増加見
通しとみる。
4. 令和 4 年第 2 四半期の見通しについて　　今回（600 千㎥）

（見通し作成の根拠）働き方改革の一環として 5 月連休を中心にまとまった休暇の定着も予想さ
れ、また現場動向は年度末仕上げからの一服状態も見込まれます。一方、現在の年間住宅着工数
が維持され、国産合板とのバランスから考慮して平均水準に近い需要の見通し。

（前年同期との差異について）結果、前年比 5.1％の減少の見通しとみる。

合板会館において
新型コロナウイルス感染対策を

講じたうえで開催

日合商 支部総会12 月の実施報告

総会は書面会議で実施、
全議案が可決承認
されました。

総会は書面会議で実施、
全議案が可決承認
されました。

北関東支部
林 紀尚   支部長

長野地区支部
倉澤 慶一   地区支部長

北関東支部 長野地区支部
組合まつり in TOKYO
2021 年 12 月 2 日（木）・3 日（金）、東京国際フォーラムで日合商
加盟の東京都中小企業団体中央会主催（後援、東京都等）による「組
合まつ in TOKYO」が、開催されました。「組合まつり in TOKYO」
には、東京都にある組合をはじめ、全国の約 120 の中小企業組合
が参加し、2 日間で約 6,000 名の来場者がありました。今回、日
合商は東京合板工業組合及び東北合板工業組合のご協力をいただ
きリアルの展示を行い、来場者に合板の説明や合法木材供給事業
者認定団体としての環境への取組など PR 活動を行いました。

日合商 WEB セミナー（各支部と本部共催）を開催します！
● 2 月 10 日（木）14：00 ～ 15：30　ライブ配信（Youtube 配信）

定期セミナー《第 5 回》 講師：清水大悟氏  ㈱清水英雄事務所マネージングディレクター

テーマ『2022 年～ 2024 年までの住宅業界の動向発表』
講演内容のポイント：2021 年 12 月～ 2022 年 1 月の世界動向から、国の
予算や実際の住宅産業に打ち出される支援の内容を読み解き、踏み込んだ
詳細部分まで解説します。

12 月 13 日　その他
　組合まつり in TOKYO に日合商が出展しました
12 月 17 日　官公庁からのお知らせ
　林野庁より、「モクレポ～林産物に関するマンスリーレポート～」12 月公表のご案内
12 月 17 日　官公庁からのお知らせ
　マイナンバーカードの積極的な取得と利活用の促進及び健康保険証利用申込の促進について

日合商ホームページより
2021年12月13日～12月17日のトピックスをご確認ください。

日合商 HP
新着情報・トピックス

【WEB セミナーお申込み】は、この QR コードから⇒
www.nichigosho.net/member/seminar/


